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催
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ま
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日
本
鉄
道
保
存
協
会
総
会

　
鉄
道
遺
産
の
保
存
と
活
用
を
進
め
る
全
国
の
関
係
者
が
集
う

「
日
本
鉄
道
保
存
協
会
」
の
総
会
が
若
桜
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
車
両
の
保
存
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
が
事
例
発
表
を

行
い
、
鉄
道
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
策
を
話
し
あ
っ
た
ほ
か
、

若
桜
鉄
道
の
関
係
者
が
観
光
列
車
の
運
行
構
想
を
報
告
し
ま
し
た
。
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平成23年度
一般会計の

主な事業と決算額

土 木 費

町道維持や補修 ６，８８７万円

町道の新設改良 ３，８６３万円

除雪ドーザー、小型除雪機の整備

２，４５６万円

町営住宅の管理 ８２６万円

中之島公園の管理 ５５１万円

新しく購入した除雪ドーザー

消 防 費

消防 ９，０５２万円

災害対策 ４２２万円

防災訓練の様子

教 育 費

小学校費 ２，４３９万円

中学校費 ２，９００万円

小中一貫校の整備 ３３，２２２万円

若桜町公民館の改修 １，４７２万円

生涯学習情報館の運営 ２，５８１万円

温水プールの運営 １，６３５万円

通学対策 ３８３万円

増築された校舎

衛 生 費

インフルエンザ予防 ５３１万円

高齢者肺炎予防 １１５万円

子宮頸がん予防 １７３万円
けい

母子保健 １５１万円

健康診断など ９４１万円

ごみ処理 ５，９９８万円

合併処理浄化槽設置補助 ６３万円

農林水産業費

有害鳥獣対策 ２，６３０万円

農村整備事業 ３４７万円

地籍調査 １，９０９万円

作業道の新設改良 ２７１万円

若桜材需要拡大の推進 ６３４万円

林道の整備 ４，４０８万円

整備された林道屋堂羅線

商 工 費

プレミアム付商品券発行助成５９９万円

若桜宿内活性化事業への補助

２，７９６万円

観光協会とイベント実行委員会への補助

１，３６６万円

宿泊合宿費の助成 ２３９万円

高原の宿氷太くんの改修１，１９６万円

氷ノ山スキー場アクセス道の整備

６０８万円

新たな観光施設「昭和おもちゃ館」

総 務 費

ＮＨＫ全国放送公開番組

１６３万円

移動通信用鉄塔の建設

１，９２４万円

若桜町情報通信基盤施設の整備

３，３５４万円

韓国平昌郡との交流 ３００万円

若桜鉄道対策 ９，９６５万円

バス運行対策 ３，０１５万円

知事県議会議員選挙 ３４９万円

電気自動車急速充電器の整備

４３０万円

改修された吉川バス待合所

民 生 費

老人福祉 １１，７８３万円

医療費の支給と助成 ２，８０４万円

障がい者福祉 ９，４１８万円

ゆはら温泉運営 ７７７万円

子ども手当の支給 ３，９０７万円

保育所の運営 ２，１８０万円

吉川分校を交流拠点施設「寄来屋」に改修

概

　要

　

一
般
会
計
で
は
、
主
に
大
型
公
共
事
業

の
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
若
桜
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

が
平
成
22
年
度
に
完
了
し
た
た
め
、
歳
出

総
額
は
前
年
度
に
比
べ
13
・
３
％
減
少
し

ま
し
た
。
収
支
額
は
１
２
，
９
６
３
万
円

の
プ
ラ
ス
で
、
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
政
運
営
の
ゆ
と
り
を
あ
ら

わ
す
数
値
（
経
常
収
支
比
率
）
は
、
歳
出

の
経
常
経
費
充
当
一
般
財
源
が
前
年
度
に

比
べ
２
・
８
％
減
少
し
た
も
の
の
、
歳
入

の
経
常
一
般
財
源
が
前
年
度
に
比
べ
５
・

５
％
減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
２
・

３
％
上
昇
し
83
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

歳  入
36億3,836万円

歳  出
34億8,520万円

貯金（基金残高）
１７億７３２万円

借金（町債残高）
５５億４，６４２万円

若桜町の貯金と借金

 

歳
入
の
特
徴

 

歳
出
の
特
徴

●
町
税　

町
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増
収
で
２
・
４
％

増
加

●
地
方
交
付
税　

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
の
減

額
で
４
・
４
％
減
少

●
国
県
支
出
金　

主
に
若
桜
町
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
交
付
金
と
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
の
皆
減

で
50
・
８
％
減
少

●
町
債　

主
に
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
に
よ
る
過
疎
対

策
事
業
債
の
増
額
で
71
・
３
％
増
加

用
語　

町
債
…
町
が
借
り
た
お
金
（
借
入
金
）

●
議
会
費　

主
に
町
村
議
会
議
員
共
済
会
負
担
金
の

増
加
で
34
・
１
％
増
加

●
総
務
費　

主
に
若
桜
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
の

皆
減
と
基
金
積
立
の
減
少
に
よ
り
57
・
０
％
減
少

●
民
生
費　

主
に
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施

設
整
備
事
業
（
吉
川
分
校
の
改
修
）
や
福
祉
事
務

所
の
開
設
準
備
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
改
修
及
び
導

入
な
ど
で
12
・
１
％
増
加

●
商
工
費　

主
に
若
桜
宿
内
活
性
化
事
業
補
助
（
昭
和

お
も
ち
ゃ
館
と
休
憩
交
流
処
か
り
や
の
整
備
）、ス
キ
ー

場
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
、
氷
太
く
ん
な
ど
の
指
定
管

理
料
に
よ
り
37
・
３
％
増
加

●
土
木
費　

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
購
入
及
び
建
設
事
業

の
増
加
で
28
・
７
％
増
加

●
消
防
費　

主
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
と
地

域
防
災
計
画
作
成
業
務
の
皆
減
に
よ
り
14
・
６
％
減
少

●
教
育
費　

主
に
小
中
一
貫
校
整
備
事
業
の
実
施
に

よ
り
86
・
９
％
増
加

●
災
害
復
旧
費　

災
害
復
旧
事
業
の
皆
増

●
公
債
費　

返
済
元
金
と
利
子
の
減
少
で
19
・
３
％

減
少

決 算 　　報 告平成
23年度
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３，０６２万円５２３万円収 益 （ 営 業 活 動 ）
索道事業

１，４２６万円－資 本 （ 営 業 設 備 ）

資金不足比率健全化判断比率

各公営企業の経営状態
を見る指標。経営規模
の20%を超えると要注
意。

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

将来に財政を圧迫する
借入金などの割合を見
る指標。350%を超える
と要注意。

全会計に占める借入金
の返済額の割合を見る
指標。25％を超えると
要注意。

全会計の赤字割合を見
る指標。20％を超える
赤字になると要注意。

主に一般会計の赤字割
合を見る指標。15％を
超える赤字になると要
注意。

赤字の公営企業はあり
ません

16.5％12.2％19.14％の黒字6.18％の黒字

町の財政はいずれの指標も良好です。特に実質公債費比率と将来負担比率は、借入金残高が減少したた
め、大きく改善しています。

歳 出（支出）歳 入（収入）特 別 会 計 名

５億９１万円５億１，１６８万円国 民 健 康 保 険 事 業

５億１，７４０万円５億１，９１８万円介 護 保 険 事 業

５，０８４万円５，１２３万円後 期 高 齢 者 医 療

９，３０７万円９，３１９万円簡 易 水 道 事 業

１億８，３８７万円１億８，３８７万円公 共 下 水 道 事 業

９，４９４万円９，４９４万円農 業 集 落 排 水 事 業

７１１万円７１１万円赤 松 団 地 造 成 事 業

３６７万円３６７万円財 産 区 造 林 事 業

１４６万円１４６万円住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

 平成23年度　特別会計の決算状況

 平成23年度決算　財政健全化法に基づく各指標

教
育
委
員
会
上
原
委
員
長
、

高
木
教
育
長
が
再
任

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
電
話
、
文
書
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
や
免
除
な
ど
の

申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間
事

業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
24
年
10
月
か
ら
、
民
間
委
託
事

業
者
が
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ソ
ル
コ
か
ら
日
立
ト
リ
プ

ル
ウ
ィ
ン
株
式
会
社
に
変
更
し
ま

し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
委
託
事
業
者
は
、
日
本
年
金
機

構
が
発
行
し
た
納
付
書
に
よ
り
、

お
問
い
合
わ
せ
先

　

若
桜
町
役
場
町
民
福
祉
課　

☎
０
８
５
８（
82
）２
２
３
２
・
２
２
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
３
２

　

鳥
取
年
金
事
務
所　
　
　
　

☎
０
８
５
７（
27
）８
３
１
１

　

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０（
２
１
１
）２
３
１

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
お
支
払
い
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。
銀

行
口
座
を
指
定
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
の

操
作
に
よ
り
振
り
込
み
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
委
託
事
業
者
が
戸
別
訪
問
し
て

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
、

顔
写
真
入
り
の
納
付
督
励
員
証

明
書（
身
分
証
）を
提
示
し
ま
す
。

・
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す
る
納

付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
、

委
託
事
業
者
が
保
険
料
を
お
預

か
り
し
た
り
領
収
書
を
発
行
し

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の
ご
案
内
を

行
う
民
間
委
託
事
業
者
が
変
更

と
な
り
ま
し
た

国民
年金

ごみを出す前にご確認を！
　ごみ収集の際に火災事故が発生する原因となりますので、以下のことを必ず守ってください。

【小型充電式電池、ボタン電池】

などに使われている
小型充電式電池

などに使われている
ボタン電池

①　ガスを使い切る
②　火の気のない風通しのよいところで穴をあける
③　小型破砕ごみへ

①　ガスを使い切る
②　火がつかないか確認する
③　小型破砕ごみへ

①　電池をはずす
②　灯油を全て抜く
※機器本体の灯油はスポイト、新聞紙、布などで吸い取る
③　大型破砕ごみへ

【スプレー缶・
カセットボンベ】

【ライター】

【ストーブ】

捨てずにリサイクル協力店へ

携帯電話、デジカメ、

電動歯ブラシ

腕時計、補聴器、

防犯ブザー

教
育
委
員
会

　

委

員

長�

上
原　

康
嗣
（
下
町
）　　
　
　

　

委
員
長
職
務
代
行
者�

竹
本　

光
子
（
湯
原
）　　
　
　

　

委　
　
　
　
　
　

員�

山
本　

清
江
（
内
町
）　　
　
　

　

委　
　
　
　
　
　

員�

谷
口　

秀
昭
（
あ
か
ま
つ
団
地
）

　

委　

員
（
教
育
長
）�

高
木　

政
寛
（
農
人
町
）　　
　

辞令交付を受ける高木教育長

　

教
育
委
員
に
上
原
委
員
（
任
期
は
平
成
28
年
10
月
４
日
ま

で
）
と
高
木
委
員
（
任
期
は
28
年
９
月
30
日
ま
で
）
が
再
任

さ
れ
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
委
員
長
に
上
原
委
員
、
教

育
長
に
高
木
委
員
が
引
き
続
き
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

（最寄りのリサイクル協力店
  ：コメリ八東店）
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23

（平成23年４月１日現在）

給料月額等区 分
673,900円(732,600円)町 長

給料 562,200円(579,600円)副町長

526,400円(542,700円)教育長

286,000円(542,700円)議 長

報酬 213,000円(542,700円)副議長

198,000円(542,700円)議 員

（23年度支給割合）
06月期 1.4月分
12月期 1.55月分

計 2.95月分
加算措置 有

町 長

副町長

教育長
期末
手当 （23年度支給割合）

06月期 1.4月分
12月期 1.55月分

計 2.95月分
加算措置 有

議 長

副議長

議 員

茨 職員の採用・退職の状況（平成23年度）
採用 6名 退職 4名

芋 部門別職員数の状況
（各年度４月１日現在）

対前年
増減数

職 員 数区分
部門 平成23年度平成22年度

011議 会

一般行政
部 門

11716総 務

044税 務

01515民 生

△ 156衛 生

△ 156農林水産

△ 112商 工

341土 木

15251小 計

2108教 育特別行政
部 門 2108小 計

022水 道

公営企業
会計部門

011索 道

△ 112下 水 道

△ 134そ の 他

△ 279小 計

16968合 計

（注）部門名は、国が行う統計上の種別であり、町の組

織の課名ではありません。

職員の任免及び職員数に関する状況特別職の報酬などの状況

平
成

年
度
か
ら
、
人
事
行
政
の
公
平
性
・
透
明

17

性
確
保
を
目
的
と
し
て
、
前
年
度
の
人
事
行
政
の

運
営
状
況
を
一
般
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
条
例
に

基
づ
き
、
平
成

年
度
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

23

（注１）カッコ内の金額は、減額前の給料月額です。

（注２）厳しい財政状況を踏まえ、町長8％、副町長、教育長

3％給料を減額しています。（100円未満の端数切

り捨て）

職員の勤務時間その他勤務条件に関する事項
茨 分限処分者（平成23年度）

該当無し
芋 懲戒処分者（平成23年度）

該当無し

職員の分限及び懲戒処分に関する事項

茨 職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）

休憩時間終了時刻始業時刻
１週間の
勤務時間

12時～13時17時15分８時30分38時間45分

芋 年次有給休暇の取得状況（平成23年）
消化率
(b)/(a)

平均取得日数
(b)/(c)

全対象職員数
(c)

総取得日数
（b)

総付与日数
(a)

20.9%8.1日63人512日2,444日

（注１） 全対象職員数とは、平成23年１月１日から平成23年12月

31日までの全期間を在職した職員に限り、当該期間の中途

に採用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休

業、休職の事由がある職員並びに派遣職員を除く。

（注２） 総付与日数とは、平成23年１月１日現在において各職員に付

与された日数（前年からの繰越分を含む）を全対象職員にわ

たって合計したもの。

茨 職員の営利企業等従事許可の状況（平成23年度）

許可件数営利企業などの従事の内容

1

営利を目的とする私企業を目的とする会社、そ

の他の団体の役員、顧問、評議員及び当該会社、

団体の重要方針決定に参画する上級職員の地位

を兼ねる場合

3自ら営利を目的とする私企業を営む場合

－報酬を得て事業もしくは事務に従事する場合

職員の服務に関する事項

茨 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成23年４月１日現在）

平均年齢平均給料月額区 分

42.6歳313,330円一般行政職

50.8歳334,825円技能労務職

職 員 の 給 与 の 状 況

芋 職員の初任給の状況 （平成23年４月１日現在）

初任給区 分

172,200円大学卒一 般
行政職 140,100円高校卒

主 な 職 員 手 当 の 状 況

（注）その他「特殊勤務手当」がありますが、支給実績がありません。

支 給 実 績内 容区分

平成23年４月の支給実績扶養親族のある職員に支給されます。

扶

養

手

当

平成23年４月の支給実績通勤のため交通機関又は自動車などを使用して通勤している職員（通勤距
離が２km以上）に支給されます。
○交通機関等利用者

定期券などの価格により１月当たり55,000円まで全額支給
○自動車等交通用具使用者

距離に応じて月2,000円～6,500円の範囲で支給されます。

通

勤

手

当

平成23年４月の支給実績自ら居住する住宅を借り受け、月額12,000円を超える家賃を支払っている
職員に支給されます。住

居
手
当

平成23年４月の支給実績管理又は監督の地位にある職員に支給されます。
管
理
職
手
当

平成23年４月の支給実績正規の勤務時間外に勤務することを命ぜられた職員に支給されます。時
間
外
勤
務
手
当

平成23年4月の支給実績臨時または緊急の必要その他の公務の運営の必要により、土・日などに勤務
した管理職に支給されます。

勤務時間が6時間を超える場合は、150/100を乗じた額が支給されます。

管
理
職
特
別
勤
務
手
当

平成23年６月期の支給実績平成23年度の支給割合

職制上の段階、職務の級などによる加算措置 有

期
末
・
勤
勉
手
当

平成23年度の支給実績退職時の給料月額に勤続年数に応じた支給率を乗じて支給されます。

○その他加算措置 定年前早期退職特例措置（２％～20％加算）

退

職

手

当

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

21,867円45人984千円

月 額区 分

13,000円配偶者

6,500円配偶者以外の扶養親族

11,000円ただし、配偶者がない場合はそのうち１人

5,000円
満15歳に達する日後の最初の４月１日から
満22歳に達する日以後の３月31日までの間１人につき加
算額

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

7,797円36人281千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

21,000円4人84千円

参事・保育所長など課長など統括監区 分

30,000円35,000円40,000円支給額

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

33,750円12人405千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

57,093円46人2,626千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

636,099円68人43,255千円

勤勉手当期末手当区 分

0.675月分1.225月分06月期

0.675月分1.375月分12月期

1.35月分2.6月分計

参事・保育所長など課長など区 分

6,000円8,000円支給割合

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

7,000円2人14千円

支給職員１人当
たり平均支給額

支給職員数支給総額

20,153千円4人80,611千円

勧奨・定年自己都合支給率

30.55月分23.5月分勤続20年

41.34月分33.5月分勤続25年

59.28月分47.5月分勤続35年

59.28月分59.28月分最高限度額
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茨 健康診断の状況（平成23年度）
受診者数（延べ人数）健康診断の種類

37人定期健康診断

42人人間ドック

鰯 公務災害補償認定状況（平成23年度） 該当無し
允 勤務条件に関する措置の要求状況（平成23年度） 該当無し
印 不利益処分に関する不服申立の状況（平成23年度） 該当無し

職員の福祉及び利益の保護の状況

受講人数研修回数研修区分

3318鳥取県職員人材開発センター研修

派
遣
研
修

156人権問題研修

144定住自立圏合同職員研修

41新規採用職員研修

11海外研修派遣

42その他専門的研修

671課内研修
人権問題研修庁

内
研
修

505保育所職員研修

893その他専門的研修

552メンタルヘルス研修

茨 職員の研修の状況（平成23年度）

職員の研修及び勤務成績の評定に関する事項

負担割合
負担率

期末手当などに係る率給料に係る率

職員：町＝１：１
0.5/10000.625/1000職員掛金

0.5/10000.625/1000町負担金

芋福利厚生事業の状況（平成23年度）
（財）鳥取県市町村職員互助会
（ア）負担金の率など

（イ）平成23年度若桜町負担金決算額 223千円 （職員一人当たり 3,097円）
（ウ）事業内容

入院見舞金・出産祝金・結婚祝金・弔慰金・入学（就職）祝金・災害見舞金・退会せん別金給付事業

宿泊保養施設利用助成・リフレッシュ施設利用助成福祉事業

生活及び修学資金の貸付け貸付事業

☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９・２２１４

IP ９（８２）２２１４

　
「
障
が
い
者
虐
待
防
止
法
」
が
平
成
24
年
10

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
障
が
い
者
虐
待
に
対

し
て
若
桜
町
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

障
が
い
者
虐
待
と
は

大
き
く
分
け
て
次
の
３
つ
に
な
り
ま
す

ア

　養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

養
護
者
と
は
、
身
の
回
り
の
世
話
や
介
助
、

お
金
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
障
が
い
者

の
家
族
、
親
族
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
方
な

ど
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
緒
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、
実
際
に

身
の
回
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④
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み
ん
な
で
防
ご
う
！

障
が
い
者
虐
待

気づくのは
あなたと地域の心の目
　11月は児童虐待防止月間です。
　言葉にできない子どもの悲鳴に対し、見ない・聞かないのも虐待です。虐
待を受けたと思われる子どもを見つけたときは児童相談所や若桜町保健セ
ンターに連絡してください。（連絡した人が特定されないように秘密は
守られます）
　ちょっとした「目くばり」「気くばり」で気づきさえすれば、子
どもを虐待から救えます。子どもたちを虐待から守るために御協
力をお願いします。児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。
　若桜町では子どもに関係する様々な機関と手を取り合っ
て、子どもたちを手厚く見守れるようネットワークを作っ
ています。

【身体的虐待】 殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど

【性的虐待】 子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフティの被写体にするなど

【ネグレクト】 家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、
重い病気になっても病院に連れて行かないなど

【心理的虐待】 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に
対して暴力をふるう（ドメスティック・バイオレンス：DV）など

　赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんがなにをやっても泣きやまないと、イライラしてしまうことは

誰にでも起こり得ます。しかし、泣きやまないからといって、激しく揺さ

ぶらないでください。赤ちゃんや小さな子どもが激しく揺さぶられたり、

頭を叩かれたりするような大きな衝動を与えられると、見た目にはわかり

にくいですが、頭（脳や網膜）に損傷を受け、重い障害が残ったり、命を

落とすこともあります。どうしても泣きやまないときは、赤ちゃんを安全な所に寝かせて、そ

の場を少しの間でも離れ、まず自分をリラックスさせましょう。

! 乳幼児揺さぶられ症候群 !

児童虐待の定義は・・・
児童虐待とは、

○児童ポルノの根絶

　児童ポルノ画像がインターネット上に流れると、
完全に消去することは非常に難しく、また子ども
の生涯にわたる人権を踏みにじることになります。
　児童ポルノを根絶し、子どもたちが心身ともに
穏やかに成長していける環境づくりにご協力をお
願いします。

○情報提供のお願い

　インターネット上で、児童ポルノ画像を発見
された場合には、鳥取県警察本部生活安全部少
年課または郡家警察署にご連絡ください。

連絡先

　鳥取県警察本部 ☎0857（23）0110
　郡家警察署　　 ☎0858（72）0110

☎連絡・お問い合わせ先
若桜町保健センター
（８２）２２１４

IP ９（８２）２２１４

●　　●　　●〈郡家警察署からのお知らせ〉
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　郡家警察署管内交通対策協議会と郡家警察署、県交通安全

協会郡家地区協会が合同で反射材配布活動を行い、交通安全

を呼びかけました。�

　今回は香田、長砂、岸野、大炊の全世帯を１軒ずつ訪問し、

反射材の使用法と効果について説明し、配布しました。�

　これから暗くなるのが早くなり、夕方から夜間の事故が増

えることが予想されます。夜間に外出する際は、反射材を着

用するようにしましょう！�

9月28日  金 〉〉〉

夜間の外出時には反射材の着用を！
～反射材配布活動～

9月27日  木 〉〉〉

　若桜保育所保護者会の会員と園児が道の駅若桜桜ん坊で、

手作りマスコットをドライバーに渡し、交通安全を呼びかける

広報活動を行いました。�

　園児たちは、はじめに郡家警察署の木下さんから、交通安

全についての話を聞いたあと、広報活動を実施しました。�

　広報活動では、一人ひとりのドライバーに「安全運転をお願

いします！」と声をかけ、園児が手作りしたポプリを渡し、無

事故の願いと秋の全国交通安全運動のPRを行いました。�

　改めて交通安全について考え、皆さんが交通事故にあわな

い、交通事故をおこさないように努めましょう。�

反射材の効果を説明する参加者

長年の活動の栄誉を称えて！
～防犯活動功労者表彰～

10月12日  金 〉〉〉

　鳥取県地域安全フォーラムが湯梨浜町ハワイアロハホールで

開催され、防犯活動に尽力した功労者やボランティア団体が表

彰されました。�

　若桜町では、西本誠さん（上町）が全国防犯協会連合会防犯栄

誉銀賞、川口善行さん（岩屋堂）が中国防犯連合会連絡協議会防

犯功労者、岡田巽さん（吉川）が鳥取県防犯連合会防犯連絡所活

動功労者の表彰をそれぞれ受けられました。�

　凶悪犯罪が横行する現代社会において、今後も受賞者の皆さ

んの更なる活躍が期待されます。�

　温水プールで、講師に日本アクアサイズ協会副

理事長古関美保子氏をお迎えして「水と遊ぼう！ア

クアサイズ体験教室」を行いました。�

　簡単なゲームを取り入れながら、水中でゆっくり

リズムに合わせて体を動かしました。参加者は童

心に返り、笑顔で水中運動に取り組んでいました。

水と遊ぼう！
アクアサイズ体験教室

10月14日  日 〉〉〉

リズムに合わせて1・２・３・４

こんにゃくいも大収穫！
10月16日  火 〉〉〉

　素晴らしい秋晴れの日に若ざくらふれあい作業所の皆さんが

馬場の畑でこんにゃくいもを収穫されました。�

　シャベルやスコップで畑を掘り起こすと大小様々なこんにゃく

いもが顔をのぞかせ、「大きいのがあった！」「このあたりは小さ

いのばっかりだなぁ。」などと賑やかな声があがっていました。

　皆さんが、「ここでいも掘りをしたのは初めてだけど、たくさ

んとれて楽しい。」「疲れるけどがんばってたくさん掘る。」などと

話してくださいました。�

　こんにゃくいもは成長するのに３年必要で、こんにゃく作りに

適した３年生のいもは作業所でのこんにゃく作りに使用され、１、

２年生のいもは次の春再び植えられます。�

　若ざくらふれあい作業所では以前よりこんにゃく作りを行って

おり、作ったこんにゃくはすぐに売り切れてしまうほどの人気ぶ

りです。�

　「今後はもっとたくさんのこんにゃくいもを確保してこんにゃ

くの生産量を増やし、もっとたくさんの方に食べてもらいたい。」

と意気込みをお話しいただきました。�

若ざくらふれあい作業所の皆さん

たくさんのこんにゃくいもが
収穫できました！

交通事故のない町を目指して！
～若桜保育所交通安全広報活動～

西本誠さんおめでとうございます

「安全運転をお願いします！」

川口善行さんおめでとうございます



Q
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　「健康に関する話を聞いたり、健康体操に参
加したりしてみませんか。」と業者販売員に誘わ
れ、当日は販売員が自宅と会場を送迎してくれ
ました。「血圧が下がる、認知症予防に効果があ
る」などの話を聞き、健康茶を飲んだり、健康体
操をしたりして楽しく過ごし、粗品をもらいまし
た。何回か通っているうちに、高額なゲルマニウ
ム健康ネックレスや健康食品などを次々購入し
てしまいました。支払いが大変で困っています。

消
費
生
活
相
談
窓
口
だ
よ
り

参
わ
れ
あ
体
まし
ウ
入し

体
し
ウ

毎週火曜日 9時～16時IP☎9(71)0822 ☎(71)0822（※いずれも相談専用ダイヤルです）

電話相談

毎週火曜日 9時～16時地域福祉センター ドリーミー 2階

面談相談

役場町民福祉課
IP☎9(82)2232 
☎(82)2232・2233 

出前講座お申し込み先

講習会商法に注意！講習会商法に注意！

　講習会商法とは、健康に関する情報提供をしながら、サロンのような
雰囲気を作り、最終的には高額な健康関連商品を販売することを目的
としています。一度通い始めると店の雰囲気が楽しく、顔なじみの販売
員に商品を勧められ、気付いたら高額な契約をしていたということが少
なくありません。安易に出向かないようにしましょう。また、業者によって
は、クーリングオフ制度を設けているので、契約書を確認しましょう。
　健康食品や健康ネックレスなどは、医薬品と違い、誰にでもよい効果
が得られるわけではありません。困った時は、消費生活相談窓口にご相
談下さい。

落語で楽しく学習しましょう！
　１１月の若桜氷ノ山寿大学では、落語家の笑福亭松枝さんをお招きし、「悪質商法など消費者行
政に関わること」と題し、講演会を開催します。今回は「公開講座」となっており、どなたでもご参加
いただけますのでお気軽にご参加ください。
【と　き】 平成２４年１１月１５日（木）１３時３０分～
【ところ】 若桜町公民館  集会室
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☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（82）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（82）２２３８

農地制度

Ｑ＆Ａ

10
月
15
日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

審
議
事
項

・
非
農
地
証
明
申
請�

７
件

Ｑ

　農
地
法
の
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
売
買

し
た
場
合
、
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ１
、
農
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
耕
作
目
的
の
売
買
で
あ
る

場
合
に
は
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可
を
、
農
地
以
外
に

転
用
し
よ
う
と
す
る
目
的
の
売
買
で
あ
る
場
合
に
は
同
法

第
５
条
に
よ
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

こ
の
許
可
な
ど
を
受
け
な
い
で
売
買
契
約
を
し
、
代
金

を
支
払
い
、
農
地
の
引
渡
し
を
受
け
た
と
し
て
も
、
法
律

上
は
そ
の
所
有
権
の
移
転
は
効
力
を
生
じ
な
い
の
で
、
依

然
と
し
て
所
有
権
は
売
り
主
に
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
、
ま
た
、
土
地
の
売
買
を
し
た
と
き
は
、
通
常
、
所
有
権

の
移
転
登
記
を
し
ま
す
が
、
農
地
の
所
有
権
移
転
登
記
の

申
請
に
は
、
農
地
法
の
許
可
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す

る
情
報
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
許
可
な
ど
が
な
い
と
登
記
も
で
き
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
、
さ
ら
に
、
農
地
法
の
許
可
な
ど
を
受
け
ず
に
農
地
の
売

買
な
ど
を
し
た
場
合
に
は
、
農
地
法
違
反
と
し
て
、
３
年

以
下
の
懲
役
又
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則

が
課
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

若桜町秋季グラウンドゴルフ大会

　10月16日（火）にふれあい広場で開催しました。
　団体戦・個人戦あわせて約165名の参加者のもと、熱戦を繰り広げられました。

　【結果】

  　団体戦

優　勝 農人町 ２１９打  （最小打数３８）

第２位 糸白見 ２１９打  （最小打数４０）

第３位 西　町 ２２３打

優　勝 平家　義隆 （西　町） ３８打

第２位 小椋　幹夫 （農人町） ３８打

第３位 平家　　昇 （落　折） ４０打

第４位 奥井　昭人 （浅　井） ４０打

第５位 岡本　高士 （糸白見） ４０打

第６位 中尾　とう （栃　原） ４１打

第７位 釡本　美幸 （大　野） ４１打

第８位 岡本　俊雄 （小　船） ４１打

個人戦（敬称略）

※打数が同数の場合は、最小打数・年齢の順に順位を決定。

全
国
植
樹
祭
の
一
般
参
加
者
を
募
集

　

全
国
植
樹
祭
が
来
年
５
月
、
48
年

ぶ
り
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
国
民
的
行
事
に
皆
さ
ん
も
参
加

し
、
未
来
の
森
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
開
催
日

　

平
成
25
年
５
月
26
日
（
日
）

■
式
典
・
植
樹
会
場

　

と
っ
と
り
花
回
廊

■
植
樹
会
場

　

国
立
公
園
奥
大
山
鏡
ヶ
成
高
原

○
全
国
植
樹
祭
と
は

　

森
林
や
緑
に
対
す
る
国
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
毎
年
春
に
天
皇
皇

后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
昭
和
25

年
以
後
、
全
国
各
地
を
巡
り
な
が
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥
取
県
で
は
、

昭
和
40
年
に
開
催
さ
れ
て
以
来
、
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
参
加
者
募
集

　

式
典
に
は
一
般
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ

り
、
約
８
０
０
人
の
方
を
植
樹
祭
式

典
行
事
に
招
待
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
６
歳
以
上
の

個
人
ま
た
は
団
体

※
満
18
歳
未
満
の
方
は
満
20
歳
以
上

の
同
伴
者
が
必
要

※
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在

■
応
募
期
間

　

11
月
１
日（
木
）〜
12
月
25
日（
火
）

17
時
15
分
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
12
月
25
日
の
当

日
消
印
有
効

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
（
封
書
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
で
お
問
い
合
わ
せ
先
に
お
送
り
い

た
だ
く
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
用
紙
は
お
問
い
合
わ

せ
先
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
大
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
印
刷
で
き
ま
す
。
詳

細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

第
64
回
全
国
植
樹
祭
鳥
取
県
実
行
委

員
会
事
務
局
（
西
部
総
合
事
務
所
内

／
全
国
植
樹
祭
課
）

〒
６
８
３-

０
０
５
４

米
子
市
糀
町
一
丁
目
１
６
０

☎
０
８
５
９
（
31
）
９
３
６
２

０
８
５
９
（
31
）
９
３
６
８



平成24年11月15 平成24年11月 14

90

　

今
年
度
も
若
桜
町
学
力
向

上
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

「
若
桜
町
が
ん
ば
ろ
う
学
習

会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対

象
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
で
す
。
10
月
よ
り
11
月
下
旬

ま
で
、
月
、
金
曜
日
を
基
本
と

し
合
計
13
回
、
若
桜
町
公
民
館

に
て
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
27
名
の
児
童
が
学
校

の
宿
題
を
し
た
あ
と
で
、
教
科

書
に
準
拠
し
た
算
数
問
題
集

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加

し
て
い
る
児
童
は
、
学
習
支
援

員
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
熱
心
に
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
学
習
時
間
が
増
え
た

り
、
家
庭
で
読
書
を
し
た
り
す

る
時
間
が
生
み
出
せ
ま
す
。
ま

が
ん
ば
ろ
う
学
習
会

が
ん
ば
ろ
う
学
習
会

た
、
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
を

復
習
す
る
こ
と
で
、
算
数
の
基

礎
的
な
事
項
の
定
着
が
図
ら

れ
ま
す
。

　

ま
だ
参
加
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
ま

す
方
は
、
若
桜
町
教
育
委
員
会

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
参
加

費
は
無
料
、
問
題
集
も
支
給
し

ま
す
。

指導を受けながら
学習に取り組む小学生

今年の「子どもフェスティバル」は

１２月１日（土）に開催します。

お楽しみに！

若
桜
町
学
力
向
上
支
援
事
業

町
長

　
小
林  

昌
司

若
桜「
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」に

若
い
力

　

実
り
の
秋
を
迎
え
た
10
月
14

日
、
若
桜
駅
前
を
中
心
に
恒
例

の「
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、

町
内
外
か
ら
２
０
０
０
人
の
人

出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
交
流
し
て
お
り
ま

す
韓
国
の
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

郡グ
ン

か
ら
ユ
・

ド
ン
グ
ン
文
化
観
光
課
長
一
行

を
お
迎
え
し
て
、
平
昌
郡
の
紹

介
と
２
０
１
８
年
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
平
昌
で
の
開
催
に
伴

い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
宣
伝
も

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
祭
り
の
特
徴
は
、
普

段
か
ら
公
民
館
活
動
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
地
元
の
芸
能
発
表
や
、

長
谷
川
孝
一
さ
ん（
ふ
る

さ
と
観
光
大
使
）若
桜
町

を
宣
伝

　

現
在
、
若
桜
町
の
ふ
る
さ
と

観
光
大
使
は
長
谷
川
孝
一
さ
ん

(

名
古
屋)

と
平
林
都
さ
ん（
神
戸

市
）を
任
命
し
て
、
若
桜
町
の
情

報
発
信
を
し
て
い
た
だ
き
、
若

桜
町
の
発
展
に
ご
尽
力
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

長
谷
川
孝
一
さ
ん
は
、
去
る

９
月
19
日
岐
阜
県
恵
那
市
明
智

町
で
開
催
さ
れ
た
、
大
正
村（
司

葉
子
さ
ん
が
村
長
）の
村
長
杯

の
ゴ
ル
フ
・
コ
ン
ペ
が
あ
り
、

３
０
０
人
の
会
員
に
若
桜
町
の

地
元
出
身
の
歌
手
香
月
美
智
子

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
、
さ
ら
に
は

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
あ
る「
ア

ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」、
元
気
あ

ふ
れ
る
智
頭
町
輪
舞
、
満
天
星
、

こ
ま
ち
ー
ず
、
鬼
っ
こ
連
の
皆

さ
ん
の
熱
演
が
続
き
、
町
民
の

皆
様
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
農
協
祭
り
で
は
米
コ

ン
テ
ス
ト
で
食
味
値
を
競
い
ま

し
た
し
、
若
桜
米
の
試
食
会
も

あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
り
、

今
若
桜
米
の
評
判
が
よ
く
、
東

京
や
大
阪
の
方
で
も
人
気
が
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
何
と
い
い
ま
し
て
も
、

今
回
の「
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」で
裏

方
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い

た
中
学
生
、
実
行
委
員
の
若
い

方
の
皆
さ
ん
に
称
賛
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
若
者
が
若
桜

に
は
い
な
い
、
い
な
い
と
言
わ

れ
ま
す
が
元
気
な
若
者
も
い
ま

す
。
若
桜
町
の
将
来
に
希
望
も

持
て
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
是
非「
町
づ
く

り
」に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
入
っ
た
封
筒

を
渡
し
て
、
若
桜
町
を
宣
伝
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
奥
様
も

宣
伝
に
一
役
買
っ
て
い
た
だ
き
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、

若
桜
町
は
鳥
取
県
の
ど
の
位
置

か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
今
度
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
と
き
に

は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
配

慮
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。　
　
　
　

森
の
健
康
診
断
を
実
施

　

去
る
10
月
13
日
、
千
代
川
流

域
の
森
の
健
康
診
断
実
行
委
員

会（
会
長　

賀
露
お
や
じ
の
会
藤

田
さ
ん
）が
若
桜
町
の
森
林
の
健

康
診
断
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
関
係
者
90
人
が
班
に
分
か
れ

て
森
林
に
入
り
ま
し
た
。

　

若
桜
町
は
96
％
を
森
林
が
占

め
て
お
り
、
以
前
は
林
業
や
木

材
産
業
が
基
幹
産
業
で
あ
っ
た

が
、
過
疎
化
、
高
齢
化
、
木
材

価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
適
切
な

管
理
の
行
わ
れ
な
い
不
健
康
な

森
林
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

森
林
は
海
と
山
と
は
大
き
な

関
係
が
あ
り
、
森
林
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
豊
か
な
海
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回
、

千
代
川
流
域
森
の
健
康
診
断
実

行
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
医
者
さ

ん
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

検
診
結
果
が
町
内
の
森
林
所
有

者
に
届
い
て
、
健
全
で
保
続
的

な
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
検
診
結
果

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

パンフレットを配布して宣伝してくださる長谷川さんご夫婦

ジュニアバレーボール教室
　元女子バレーボールオリンピック代表の大林素子さんを講師にお招きし、若桜町で「NHK ジュニアバ
レーボール教室」を行います。教室終了後にはミニトークショーも実施されます。
　ぜひみなさんのご観覧をお待ちしています！

講師 ○ NHK バレーボール解説
　元女子バレーボールオリンピック代表
　大林　素子（おおばやし　もとこ）さん

＜経歴・競技歴＞
　中学１年からバレーボール
を始め、中学３年の時、東京
都中学選抜に選出される。そ
の後、高校バレーボール界の
名門八王子実践高校に進む。
86年に(株)日立入社、88年ソ
ウル五輪、92年バルセロナ五輪に出場する。95年にイ
タリアセリエAアンコーナーに所属し、日本人初のプ
ロ選手となる。帰国後、東洋紡オーキスに所属、96年
アトランタ五輪出場後、97年に引退する。

○元女子バレーボールオリンピック代表
　永富　有紀（ながとみ　あき）さん

日時 平成24年11月18日（日）
　　開場　11時30分
　　開会　12時
　　閉会　15時15分（予定）

会場 若桜町民体育館
☎（82）0156

内容 小学生・中学生向けのバレーボール教室と
ミニトークショー

観覧 入場自由（無料）！直接会場にお越しください。
※実際に指導を受ける参加者はすでに決定してい

ますので、募集は行いません。会場での観覧の
み可能です。

※満員の場合は、入場を制限させていただくこと
があります。

お問い合わせ先

若桜町教育委員会

☎（82）2213
（土日祝を除く　８時30分～ 17時15分）
NHK鳥取放送局

☎0857（29）9209
（土日祝を除く　10時～ 18時30分）
主　催　　若桜町、若桜町教育委員会、NHK鳥取放送局
共　催　　若桜町体育協会、若桜町スポーツ推進委員会、
　　　　　若桜町スポーツ少年団
協　力　　鳥取県体育協会、鳥取県バレーボール協会、
　　　　　八頭町教育委員会、智頭町教育委員会

多くの方で賑わいました
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新 着 図 書 2012.９.30まで

≪ そ の 他 ≫≪ 文 学 ≫

リトルバード・はじめての赤ちゃんニット伊藤 計劃・屍者の帝国

藤巻 健史・日本大沈没岩井 俊二・ヴァンパイア

横山 タカ子・作って楽しむ四季ごはん夏川 草介・神様のカルテ３

石原 慎太郎・平和の毒、日本よ高野 史緒・カラマーゾフの妹

三浦 文夫・介護サービスの基礎知識浅田 次郎・赤猫異聞

香川 元太郎・城さだ まさし・はかぼんさん

ブティック社・ウッドデッキの庭実例集雫井 脩介・途中の一歩 上・下

佐藤 優・読書の技法西村 京太郎・日本海殺人ルート

≪ヤングアダルト≫安達 奈緒子・リッチマン、プアウーマン

草野 たき・空中トライアングル深谷 忠記・共犯

細田 守・おおかみこどもの雨と雪宮部 みゆき・ソロモンの偽証第２部

≪児童書≫安部 龍太郎・等伯 上・下

杉山 亮・てんやわんや名探偵夢枕 獏・宿神第１巻、第２巻

トンケドラフト・七つのわかれ道の秘密 上・下門井 慶喜・若桜鉄道うぐいす駅

はやみね かおる・名探偵VS.学校の七不思議松浦 理英子・奇貨

ジョーン G.ロビンソン・ゆうかんなテディ・ロビンソンデビッド ゾペティ・不法愛妻家

しん きみこ・はなこ野の花野のきつね山田 悠介・種のキモチ

≪絵本≫畠中 恵・さくら聖・咲く２

山岡 ひかる・いろいろごはん重松 清・空より高く

岡田 よしたか・うどんのうーやん宮本 輝・水のかたち 上・下

ジョン シェリー・ジャックと豆の木アンネフランク・アンネの日記

藤田 千枝・まほうのコップ樋口 一葉・現代語で読むたけくらべ

≪郷土≫浅田 次郎・コレクション戦争と文学17（哭）

石破 茂・国難我武者羅應援団・僕らの仕事は応援団。

※この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。

プール各種教室募集！
ベビースイミング
（第二・第四水曜日10時30分～11時30分）

キッズスイミング
（毎週・土曜日 13時～14時）

からだにいいヨガ
（毎週･月曜日 14時～15時）

みんなでウォーキング
（毎週月・木曜日 14時～15時）

入会希望者募集！
くわしくは、温水プールまで

肌寒い季節となってきました！
年中適温の温水プールは

外が寒くても中は、ぽっかぽかです。

陸上では体に負担が大きく

運動を敬遠しがちですが、

プールなら水の浮力で無理なく体を動

かせます。

皆さま方も一度、温水プール体験をさ

れてみてはいかがですか？

健康維持のためにもご利用ください。

1
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　町民の文化発表の場として、10月20・21
日の両日に若桜町民文化祭を開催しました。
　今回は、23組の作品展示と14組の芸能発表
があり、作品展示では、各作品の出来映えの
素晴らしさに感嘆の声が上がり、茶道コーナー
では茶どころ若桜町らしくほっとした空気が
漂っていました。

年に一度の大発表会
第4回若桜町民文化祭

　芸能発表の会場内は立ち見がでるほどの超
満員で、熱気あふれる中、出演者は日頃の練
習の成果を遺憾なく発揮され、見る人を楽し
ませてくれました。
　来年も、多くの皆さまに参加していただけ
る充実した楽しい文化祭を目指します。
　多くの皆さまに来場していただきありがと
うございました。

健康カラオケ 池田演歌クラブ

若桜コーラス連弾 ソロ

あやめ会

吟翔会・吟翔さくら

鈴の音会

若桜大正琴さくら会池田大正琴すみれ会民謡舞踊

芸能発表

若桜大正琴さくら会

*
*
**

がくすみ流押花 グラスアート はがき絵 パッチワーク

ポーセラーツ玄貞書道会 手芸

写真 押し花サロン

書道 石絵 切り絵 川柳さくら吟社

組紐

陶芸 鶴尾句会 茶道 華道池坊

刻書研究会

華道未生流 羊毛フェルト 流木アート

*
*
*

*
全
チョン

瑛
ヨン

敏
ミン

さん

西山音楽教室

カラオケ

安来節

健康カラオケ

西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室西山音楽教室

民謡舞踊

池田演歌クラブ

若葉台公民館

作品展示



【募集人員】リフト係員　20名程度
　　　　　リフト出札係員　１名
　　　　　駐車場整理係員　２～３名

【就労条件】冬期間スキー場などにおいて就労できる
65歳以下の、お客様をあたたかくお迎えし、健康で
明朗な思いやりのある人で自家用車通勤可能な方。

【就労期間】平成24年12月15日から平成25年3月24
日まで（ただし、積雪がなくスキー不可能な日は休業
とし、休業補償はしない。）

【就労時間】

リフト係員　7時45分始業、17時15分終業の9時間
30分拘束８時間30分労働。休憩は時間内に順次とる。
駐　車　場　７時始業、16時終業の９時間拘束８時
間労働。休憩は時間内に順次とる。

【賃　　金】

リフト係員　日給7,000円
　　　　　　（時給810円　時間外手当520円）
リフト出札係員　日給6,100円
　　　　　　（時給705円　時間外手当460円）
駐車場整理係員　日給6,500円

【受付締切日】11月23日（金）
【お問い合わせ先】

氷ノ山高原の宿　「氷太くん」内
（財）若桜町観光開発事業団 ☎0858(82)1111

　現在、若葉団地に３戸と新若葉団地に１戸の空き
家がありますので、入居者を募集します。入居希望
の方は町土整備課までお問い合わせください。

【応募期限】平成24年11月20日（火）午後５時まで
【住宅概要】若葉団地57号・70号・72号…３ＤＫ
　　　　　新若葉団地　１号棟302号…３ＤＫ

【お問い合わせ先】役場町土整備課　　
☎(82)2236　IP☎９(82)2236

 chodo@town.wakasa.tottori.jp

町営住宅入居者募集について

町営スキー場及び駐車場従業員募集！

ご存知ですか？「筆界特定制度」

【日　時】11月23日（祝・金）　９時30分～ 15時
【場　所】鳥取県立図書館　２階大研修室
　　　　（鳥取市尚徳町101）

【対象者】勤労者およびその家族や知人
【内　容】仕事や生活、自分のこと・家族のことなど
不安になっていることなど
※要予約が必要です。相談料は無料ですのでお気軽
にお申し込みください。

【お問い合わせ先】

ライフサポートセンターとっとり
☎0120(82)5858　 0857(32)5454

カウンセラーによる休日相談会
～あなたのコ

・

コ
・

ロ
・

がグ～ンとラ
・

ク
・

になります～

　筆界特定制度とは、裁判によらない境界（筆界）紛
争解決のための制度として、平成18年１月20日から
施行された制度です。土地の所有者として登記され
ている人などの申請に基づき、筆界特定登記官が外
部専門家である筆界調査委員の意見を踏まえて、現
地における土地の筆界を特定します。
　測量費用などは、申請人の負担となりますが隣人
同士で裁判をしなくても筆界をめぐる問題の解決を
図ることができます。
　筆界特定制度をもっとよく知りたい方は、鳥取地
方法務局にお尋ねください。

【お問い合わせ先】鳥取地方法務局登記部門筆界特定室
　　　　　　　　☎0857(22)2258２ 税を考える週間（税金展入り） 
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今年のテーマ 

  

 

国税庁では、税の意義や役割を考えていただく

ほか、税務行政に対する理解をより深めていただ

くために、ホームページなどで様々な情報を提供

しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   お問い合わせ先 鳥取税務署 0857（22）2141
※音声ガイダンスに従い、『２』を選択してください。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

：鳥取市立中央図書館 

（２階ギャラリー）

児童・生徒の税に関する習字や作文などを展示しています。

【展示期間：11 月 9 日から 18 日まで】 
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今月の言葉　いい笑顔　　みんなで明るい　　学校生活

♪11月の予定♪

ふれあい祭り・・・１０日・１１日

健康づくり教室・・１０日

読み聞か教室・・・３０日

★（読み聞かせ教室）９／２１

シンボルマーク「未来へ残そう緑豊かな地球」 キャップを色別に担当し、貼っている様子

　読み聞かせ教室の子どもたちが、沢山のペットボトルのキャップを集めて、色別に
ボンドで貼り付ける作業を頑張りました。
　完成作品は、ふれあい祭りに展示していますのでぜひ見に来て下さい。

★（健康づくり・人づくり教室）神戸「人と防災未来センター」９／２５

「阪神淡路大震災記念館」 参加者が災害の怖さを実感しました

　シアターでの迫力ある大型映像は、地震の恐ろしさがよみがえり『いのちの尊さ、
共に生きることの素晴らしさ』を改めて考えさせられました。
　復興した神戸を見ると、大震災がうそのように思えます。

　第２５回部落解放ふれあい祭りが、

１１月１０日・１１日に開催します。

　今年は２５回目の節目の年に当たり、

いろいろ変えてみました。

　多くの方の御参加をお待ちしています。

平成24年11月 20


